
第１学年 国語科学習指導案 
１、単元・教材名 かんじのはなし・かぞえうた 
 
２、指導目標 
  漢字に対する興味・関心を持ち、漢字を正しく読み書きする。 
 
３、指導計画（全１４時間） 
第１次 漢字の成り立ちを読み取り、漢字を正しく書く・・６時間(本時１/６時)  
第２次 漢数字の読み方を意識して、「かぞえうた」の音読をする・・・２時間 
    漢数字を正しく読み書きし、いろいろな数え方に気づく・・・２時間 
第３次 「かぞえうた」を作って、漢数字やものの数え方に親しむ・・２時間 

「漢字クイズ」をして漢字の使い方に慣れる     ・・・２時間  
 
４、ICT 活用のポイント 
授業場所 １年Ａ組教室 

授業形態 一斉学習 グループ学習 個別学習 補習 

ICT を活用する場面 導入   展開   まとめ   その他 

ICT を主に活用する者 教員  学習者  その他 

ICT を活用する目的 課題の提示   動機付け  教員の説明資料 
 
繰り返しによる定着  モデルの提示  体験の想起 
 
比較  振り返り その他（          ） 

活用する ICT コンピュータ プロジェクター 

５、セールスポイント 
 ○挿絵を大きく見せることで、興味を持って漢字の成り立ちを考えたり、正

しく読み書きしたりできる。 
 ○漢字の筆順がわかりやすく覚えられる。 
６、教材 
  自作・既存  コンテンツ名（ひつじゅん君） 

http://www.human.gr.jp/hitsujun/kanzi/ 



                              

７、本時の目標 
  「山・川･木」の漢字の成り立ちを読み取り、漢字を正しく書く。 
８、授業の流れ 

学  習  活  動 指 導 上 の 留 意 点 
１、挿絵を見て、気がついたことを発

表する。 
 
 
 
 
２、本時のめあてを知る。 
 
 
 
 
 
 
 
３、Ｐ８４Ｌ２～Ｐ８５Ｌ３を音読す

る。 
 
 
４、漢字の成り立ちを知る。 
 
 
 
５、字形や筆順に気をつけて、３つの

漢字を正しく書く。 
    

・ワークシート 
 
 

  
教科書の挿絵を拡大して提示する。 

（ＩＣＴ） 
・見つけたことを自由に発表させる。 
・最後まで話させる。 
 
・漢字のでき方を知ることを知らせる。 
 
 
 
・挿絵を見ながら、物の形から漢字が

作られたことに気づかせる。 
・「山」「川」「木」に注目させる。 
 
・一斉に読んだり、グループで読んだ

り、個人で読んだりさせる。 
・漢字の成り立ちを、文章から読み取

らせる。 
・「（  ）は、（  ）のかたちからつ

くったかんじです。」の文型に着目さ

せる。 
 

筆順を知らせる。（ＩＣＴ） 
 
・一画ずつ空書きさせる。 
・ワークシートに「山」「川」「木」の

漢字を正しく書かせる。 
・個々にワークシートを見て、適宜指

導する。 
 

えのなかから じをみつけよう。 


